
最新型包装機械導入による鮮度保持
生産効率向上等を図った

次世代型の農産物物流・販売への取組

（1）最新型包装機「ＳＢＵ－１３

４」の導入

　「ＳＢＵ―１３４」の導入によっ

て、直接商品に手を触れる部分が

なくなり、商品の品質劣化が防止

できる。農産物の高品質・高鮮度

が保たれ、賞味期限の延長が図れ

るとともに、流通による付加価値

低下発生のリスクを低減できる。

　「ＳＢＵ―１３４」は、１台で多種

多様なパッケージの作成が可能

　現在、本社工場で目視選別ラ

イン付き自動計量機が３台、第２

工場では自動計量機が１台、デュ

アルパック機３台、カメラ式サイ

ズ別選別機などの機械を配置し

ている。

　パート、派遣を含め本社で約5

０人、第２工場で約６０人の従業

員を配置し、生産ラインをフル稼

働させているが、増加するオー

ダーに十分応えきれていない状

況となっている。これらの課題を

解決するため、最新型包装機「Ｓ

ＢＵ－１３４」を導入した。

で、消費者の選択性が大幅に広

がる。特に傷みやすい果物に有効

で、扱い品目が拡大できる。また、

酸素透過性が良いパッケージの

ため、品質保持期限の延長も図

れる。専用包材の「ソルマバッグ」

を使用した形態は、市場にはほと

んど出回っておらず、消費者の購

買意欲を高める効果もある。

　生産性は従来の「約１２パック」

/分から、導入後の試運転時で

「約２３パック」/分となった。これ

までは人材確保・教育に経費や

時間が必要で高コストになって

いたが、導入後は装置への初期

投資のみで済み、従来の経費を

社員の給与アップ、新規雇用の

創出などに回すことができる。

　また、導入によって、商品の品

質担保、安全性の向上により取
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引先との信頼関係を今まで以上

に強固にできる。他の様々な品目

のパックも可能になり、販路開

拓・販路拡大が図れる。機械化に

よる事業拡大は雇用につながり、

地域経済へ寄与できる。さらに、

農産物に付着した「土」などを防

ぐため、従業員のマスク着用が必

要であったが、機械化による作業

の軽減により、作業環境が劇的に

改善した。

（2）試運転作業報告

　「ＳＢＵ－１３４」のスペックは、１

分間の製品化率「２０～３５パック

（マックス）」だが、試運転では不

慣れなこともあり、１分間の製品

化率は「約２３パック」だった。機械

に慣れることで製品化率はアップ

する見込み。マックスの「１分間に

３５パック」になると、「１時間あた
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　最新型包装機械「ＳＢＵ－１３４」を導入し、多種多様なデザインのパッケージ商品を市場に提
供することを目指した。機能性を備え、リサイクル可能な環境配慮型パッケージの利用によって、
高品質で魅力的な農産物を提供し、新規市場の開拓を図った。生産効率も飛躍的に向上。作業者
の作業環境も改善した。

り２,１００パック」が実現でき、作

業員３～４人の減員ができる。さ

らに、導入前の８人体制の１時間

７５０パックを大きく超え、３倍近

いパック詰めが可能になる。

（3）「ＳＢＵ－１３４」の専用包材

「６種のソルマバッグ」の導入

　導入後の試運転では、酸素の

透過性が大変良く、特に鮮度保

持に、呼吸や適度な乾燥が必要

な農産物（玉葱、馬鈴薯、柑橘系

果実など）の品質保持期限が大

幅に延長できた。素材は１００％

「ポリプロピレン」で、資源として

のリサイクルが容易であるため、

消費者の支持が期待される。

　「ポリプロピレン」は軽量で強

度もある。開封に関しては、現在

はほとんどがハサミやナイフな

どが必要だが、導入後は刃物が

不要で、手で簡単に開封して、商

品を取り出すことができる。高齢

者や子どもの安全性が増す。

　規格の柔軟性についても、少

量規格から大容量規格まで、種

類が様 （々６種類×各３色＝１８パ

ターン）あるので、量販店のバイ

ヤー・消費者の要望に応えること

が可能。また、デザインもこれま

では一般的でシンプルなデザイ

ンだったが、斬新なデザインが可

能で、消費者の目を引き付け、購

買意欲の向上につながる。

　「１台で６種類」のパッケージが

できる包装機械は日本にはなく、

「６種類×各３色＝１８パターン」

のパッケージは、販路拡大や取り

扱い品目の拡大につながる。

また、種子関係の業界大手であ

るS社から、最新型包装機械を使

用した「馬鈴薯の種芋」のパック

の打診があった。納品実績のな

かったホームセンターなど新規

領域への商圏拡大が期待される。

　新パッケージは、バラエティー

に富んだ形態のバッグが多い。

ファッション性もあり、量販店の

バイヤーや消費者の満足度向上

につながる。素材は１００％「ポリ

プロピレン」であり、資源としての

リサイクルが容易である。耐久性

があって軽量で、「ソルマバッグ」

は手で簡単に破くことが可能。農

産品を入れる包材としての独自

性・独創性が発揮できる。

　最新型機械を導入することで

生産効率が高まり、人員を他の

作業に従事させることができる。

会社全体の売り上げ向上につな

がり、従業員の給与アップが期待

される。新パッケージは大きな売

り上げ拡大が見込め、結果的に

「雇用拡大」にもつながる可能性

がある。
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写真3.設置した資材で作った「バードバッグ」

写真2.資材を設置した状況
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